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|原著論文|

Abstract 

祖父母世代による子育て参加の可能性の検討

Participation in nurturIng by grandparental generation 

(大阪大学人間科学部人間科学科) 田 淵

(大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程) 中 原

恵

純

τ'he purpose of this study was to reveal也econtents of agreement and disagreement on nurturing 

between pむ阻旬l田 dgrandparental generation in order to encourage people in grandparenta1 genera-

tion to participate in nurturing. For也ispurpose， th巴realitiesof nurturing in也巴抑ogenerations， 

the needs of grandpaてentalgeneration for nurturing and也巴 comrm加 entof grandpaτents toward nur-

turing were investigated. The participants consisted of 293 p紅 entsand 216 grandparents. Results 

showed that grandparents raised their children wi也也ehelp of their neighborhood. On the other 

hand， p紅巴ntsreceived larger support through the members of their nurturing circles.τ'he both 

groups of generation basically agreed with grandparental participation in nurturing. Wi也 thespecific 

contents of grandparental p紅白ipation，however， there wぽ巴 somepoints of agreement and disagree-

ment between也巴 generations.

Key word: grandpむerr句1generation， participation IIl nurturing， needs， commi伯lent

1.序論

21世紀は、少子高齢化が現在よりも更に進み、高齢社会の時代状況が一般化するといわれる

(国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口(平成14年 l月推計)J)。かつてはマイ

ナスイメージと共に社会から分離される傾向にあった高齢者だが、平均寿命の延びに伴い、今

や心身ともに元気な高齢者が増加している。高齢者自身が自らを「高齢者」と認識しない傾向

も見られ、ボランテイア活動など積極的に社会参加を求める姿が目立つようになった(前田，

2003)。内閣府による「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査J(内閣府.2003) によれ

ば、対象高齢者の54.8%が地域社会でのグループ活動や学習活動など、何からの活動に参加し

ている。今後団塊の世代が退職を迎え、積極的に社会参加・社会貢献を求める高齢者はますま

す増加するものと思われる。

社会の中で高齢者か存在感を高める一方で¥少子化による社会状況の変化、家族形態やコミュ

ニテイの変化は、とりわけ次世代を担う子ども達の生活や発達に大きなインパクトを与えてい

る(嵯峨座， 2001)。かつての伝統的な世代間関係が根底から切り崩され、子どもは家庭内、

あるいは地域での高齢者との交流の場を失い、社会的存在としての人間性を育まれる機会を失っ

ている(堀， 2001)。また子どもを育てる親世代においても、核家族化や地域のつながりの希

薄化により、子育ての孤立化が問題となっている(武田. 2002)。特に、家族・地域一体の子

育てから「母親一人の育児」への変遷により、育児のつらさを訴える母親が増加している(大

日向. 2005;中野. 2005)。こうした子育てにおける問題を見置し、子どもの育ちに高齢者が

積極的にかかわることのできる社会を作るため、近年提唱されているのが、祖父母(シニア)
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世代による子育て参加である。

高齢者が子育ての側面から社会参加を行う際、具体的には2つのかかわり方が考えられる。

lつは、現在子育てを行っている親世代に対する支援、という形でのかかわりである。飯田・

菅井 (2000)や大日向・荘厳 (2005)は、子育て支援として親世代に対する介入や援助の重要

性を説いている。親世代の子育てによるストレスを軽減する目的で¥いわば補助的な役割とし

て高齢者がかかわることが可能である。もう 1つは、高齢者が子ども自身の育ちにかかわるこ

とである。清水(1996，1998， 2006)は、核家族化の進行による 3世代同居の減少から、血縁

関係の枠を超えて「世代間交流Jの視点祖父母世代が孫世代と直接関わることの意義を唱えて

いる。かつては家庭や地域の中で成り立っていた高齢者と子どもとのかかわりを取り戻すこと

により、高齢化社会で生きてゆく子ども違の高齢者に対する認識を深め、子どもたち自身も社

会的存在としての成長を遂げることができる。

祖父母世代のパワーを子育てに活かそうとする動きは各地で見られる(清水， 2006)。シニ

アボランティアの一環として、子育て支援の取り組みを行っている団体は多い(清水， 2006)。

しかし、祖父母世代が子育てに参加する際、親世代との聞で問題が起こることも少なくない。

とりわけ、子育ての主体である母親が、祖父母世代の子育て参加により悩むケースが見られる。

2004年に20代から40代の母親70名を対象に行われた「子育てに関する世代聞のズレについて」

の調査では、祖父母世代の子育て参加の問題として、 54%の人が「意見を押し付けられるJこ

とを挙げている。また、 29%の人が祖父母世代の人とは「育児方針が違う」と感じている。多

世代による子育てでは、子育てに関する意識や考え方の、世代聞の相違点を認め合い、支えあ

うための新たなJレールが必要となる(大日向， 2005)。

そこで本調査では、多世代での子育てを実現するにあたり、まず各世代による「子育てJの

実態を把握する。次いで、高齢者が子育てに参加することについて、祖父母世代そして現在子

育てを行っている親世代はどのように考えているのかを明らかにする。親世代が求める子育て

支援と、祖父母世代が参加したい支援の側面の一致点・不一致点を明確にし、祖父母世代が子

育てに参加する具体的な可能性について検討する。高齢者が自身の孫、あるいは地域での子ど

もの育ちに積極的にかかわっていくことのできる社会を目指すことが、本調査のねらいである。

近年は女性の家族の個人化(神谷， 2004)により、夫が育児に参加することの重要性が強調さ

れている。しかし、内閣府「国民生活白書J(内閣府， 2000)による「育児期にある夫婦の育

児、家事および仕事時間の国際比較」によれば、日本社会は男性の育児休業取得率がわずか

0.33%に過ぎず、母親に対する育児負担が他国に比ペて明らかに大きい。従って、祖父母世代

の子育て参加を検討する際にも、特に現時点で、育児を行っている母親の意見に焦点を当てる必

要がある。よって、本調査では女性を対象に行うこととする。

II.方法

1 .調査対象

奈良県在住の、子育て中の親世代738名と祖父母世代838名を対象に質問紙を配布した。対象

者は、県内の「健やか奈良支援財団J実施事業参加者、「女性センター」実施事業参加者、民

生児童委員、「子育て家庭サポートセンター」事業参加者、保育園児の保護者などであった。

その結果、親世代297名分(回収率 40.24%)、祖父母世代391名分(回収率 46.66%)の質問

紙が回収された。本調査では女性を対象に行うため、親世代(母親)293名、祖父母世代(祖
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母)216名を分析対象とした。平均年齢は、親世代34.77歳 (SD=5.97)、祖父母世代64.58歳

(SD=7.75)であった。

2.調査手続き

本調査は、平成17年度世代間交流子育て支援事業(長寿開発センタ一助成金)の一環として

行われた。平成17年11月上旬に質問紙を郵送配布し、平成18年 l月上旬までに回収した。

3.調査内容

3-1.基本属性

対象者自身の基本属性に関する質問として、性別・年齢・居住市町村・世帯構成・就労・ボ

ランテイア活動の参加状況について回答を求めた。また、親世代の対象者については、子育て

中であることが前提となっているため、祖父母世代についてのみ、子どもの有無を尋ねた。

3・2.子育ての実態把握

対象者の子育ての実態を把握するため、対象者自身が実際に行った、あるいは現在行ってい

る子育てに関して、回答を求めた。祖父母世代において子どもがいない対象者は、回答不要と

した。

3-2-1.子育ての知識・情報源

子育て中、子育ての知識や情報を誰から得ていたかについて、回答を求めた。具体的質問項

目としては、 fl.配偶者Jf2.実父母Jf3.義父母Jf4.保育所・託児所・幼稚園等の保育士Jf5. 

近所の人、親戚Jf6.子育て仲間(サークル)J f7.電話相談Jf8.ベビーシッターJf9.ファミ

リーサポートセンタ一等の公的システムJflO.育児書などの本Jf11.保健師による指導Jf12. 

医師・看護師Jf13.誰からも得なかったJf14.その他Jの14項目を挙げ、複数回答可能とした。

3-2-2.子育てで困ったときに助けてくれた人・モノ

子育て時に困ったとき、助けてくれた人あるいはモノについて、回答を求めた。具体的質問

項目としては、 f2-2.子育ての知識・情報」と同様の14項目を挙げ、複数回答可能とした。

3・3.祖父母世代の子育て参加についての質問

3-3・1.親世代の二ーズと祖父母世代の参加意欲

子育てにおいて、親世代は祖父母世代にどの程度参加してほしいと考えているか、あるいは

祖父母世代は子育てにどの程度参加したいと考えているかについて、回答を求めた。親世代は、

祖父母世代に fl.積極的に参加してほしい」、 f2.できる限り参加してほしい」、 f3.少し参加し

てほしい」、 f4.参加してほしくない」の4件法により回答を求めた。祖父母世代は、 fl.積極的
に参加したい」、 r2.できる限り参加したい」、 f3.少し参加したい」、 f4.参加したくない」の 4

件法により回答を求めた。

3-3-2.祖父母世代の子育て支援内容について

祖父母世代に参加してほしいと考える親世代には、どのような側面で参加してほしいのか、

参加したいと考える祖父母世代には、どのような側面で参加したいのかについて、回答を求め

た。アンケート調査「子育てに関する世代聞のズレについてJ(中国新聞情報文化センター

2004)によれば、祖父母世代からの支援で親世代が助かったこととして、アドバイスや経験談、

悩みの相談など、「子育ての先輩としての支援」、仕事中預かつてくれるなどの、「親の代わり

としての支援」、おんぶ紐を譲ってくれるなど、「物質的・経済的支援Jを挙げている。また直
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井 (2000)は、祖父母世代の文化を孫世代に伝えることを、親世代が願っていることを指摘し

ている。しかし、これらは全て親世代のニーズであり、こうした側面について祖父母世代の支

援意欲がどの程度であるか、両世代でどのようなスレが生じるのかについての調査はない。従っ

て、ここでは具体的質問項目として、 f1.子育ての仕方についてのアドバイスJf2.子どもを預

かつて一緒に遊ぶことJf3.子育てに必要なモノ(おんぶひも、ベビーカーなど)の支援Jf4. 

祖父母世代文化の、子どもへの伝達Jf5.子育てについての悩み相談Jf6.子育てに関する昔の

人の知恵Jf7.経済的な支援」の 7項目を設定し、親世代では f1.まったく受けたくない」か

ら f5.大変受けたい」の 5件法で、祖父母世代では f1.まったく行いたくない」から f5.大変

行いたい」の 5件法で回答を求めた。

III.結果

1 .対象者の基本属性

親世代において、世帯構成は、 f2世代の世帯(親と未婚の子ども )Jが203名 (69.8%)、

「実親と同居の3世代世帯Jが19名 (6.5%)、「義親と同居の3世代世帯」が53名(18.2%)、「そ

の他Jが16名 (5.5%)であった。就労については、「専業主婦Jが210名 (71.9%)、「フJレタイ

ム」が17名 (5.8%)、「パートタイム・アルバイト」が39名 (13.4%)、「自営業Jが11名 (3.8
%)、「無職」が11名 (3.8%)、「その他」が4名(1.4%)であった。ボランテイアについては、

「関心がなく、参加したことがないJが49名(17.0%)、「関心はあるが参加したことはない」

が150名 (52.1%)、 f1度か2度参加したことがある」が47名(16.3%)、「不定期だが何度も参

加した」が21名 (7.3%)、「定期的に参加している」が19名 (6.6%)、「その他」が2名 (0.7%)

であった。

祖父母世代において、世帯構成は、 f1人世帯」が28名 (13.1%)、「夫婦2人世帯」が98名

(45.8%)、f2世代の世帯Jが44名 (20.6%)、「実娘と同居の 3世代世帯」が13名 (6.1%)、
「義娘と同居の 3世代世帯J7名 (3.3%)、「その他Jが24名 (11.2%)であった。就労につい

ては、「専業主婦」が105名 (49.1%)、「フ jレタイム」が15名(7.0%)、「パートタイム・アJレバ

イト」が22名 (10.3%)、「自営業」が8名 (3.7%)、「無職」が58名 (27.1%)、「その他」が6
名 (2.8%)であった。ボランテイアについては、「関心がなく、参加したことがない」が11名
(5.2%)、「関心はあるが参加したことはない」が64名 (30.3%)、f1度か 2度参加したことが

あるJが33名(15.6%)、「不定期だが何度も参加した」が44名 (20.9%)、「定期的に参加して

いる」が56名 (26.5%)、「その他」が3名(1.4%)であった。子どもの有無については、実子

がいる人が206名 (96.7%)、いない人が7名 (3.3%)であった。

Table 1に対象者親世代の基本属性を、 Table2に対象者祖父母世代の基本属性を示す。

2.子育ての実態把握

2-1.子育てに関する知識・情報源

親世代と祖父母世代で¥子育てに関する知識・情報源について違いが存在するかを調べるた

め、親世代 (n=293)と祖父母世代 (n=216)の2群に分けてカイ二乗検定を行った。その結

果、配偶者 (x2 (2)=19.379， p<.OO)、実父母 (χ2(2) =12.528， p<.Ol)、近所の知人 (X 2 

(2) =13.504， p<.Ol)、子育て仲間 (χ2(2) =112.199， p<.OO)、保健師 (χ2(2) =11.198， pく.01)

において、 2群聞に有意な差が見られた。実父母、子育て仲間、保健師においては、親世代の

-56-



方が祖父母世代よりも子育ての知識・情報を得たと回答している人の割合が多い。対して、配

偶者及び近所の知人においては、祖父母世代の方が回答者の割合が高い (Figure1)。

Tablel 対象者の基本属性(親世代 n=293) Table2 対象者の基本属性(祖父母世代 n=216)

項目 人数 % 項目

世帯構成 2世代世帯 203 69.8 世帯構成 1人世帯

3世代(実親同居) 19 6.5 夫婦2人世帯

3世代(義親同居) 53 182 2世代世帯

その他 16 5.5 3世代嘆娘同居)

就労 専業主婦 210 71.9 3世代(義娘同居)

フルタイム 17 5.8 その他

パート・アルバイト 39 13.4 就労 専業主婦

自営業 11 3.8 フルタイム
無職 11 3.8 パート・アルバイト

その他 4 1.4 自営業
ボランティア参加 E 関心なし 49 17.0 無職

参加なし・関心あり 150 52.1 その他

1度か2度参加あり 47 16.3 ボフンァィア参加・関心なし

不定期に何度も参加 21 7.3 参加なレ関心あり
定期的に参加 19 6.6 1度かZ度参加あり

その他 2 0.7 不定期に何度も参加

定期的に参加

その他
子どもの有無あり

なし

。 20 40 60 80 100 (%) 

30.7 

祖父母 19.3 

配偶者 会合

近所の

知人

子育て

仲間

保健師

祖父母 彊た 匂ー怒訴事弘戸内心

親 7.8 

祖父母 uu... 
親 「寸9.8

1 月盟国国園内

o.丈一
** pく.001*pく.01

|ロ最も参考になる知識・情報得た圃参考になる知識・情報得た|

Figure 1 子育ての知識・情報源
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2・2.子育てで困ったときに助けてくれた人・モノ

親世代と祖父母世代で、育児で、困ったとき助けてくれた人あるいはモノについて有意な

違いが存在するかを調べるため、親世代 (n=293) と祖父母世代 (n=216)の2群に分けてカ

イ二乗検定を行った。その結果、配偶者 (χ2(2)=17.002， p<.OO)、実父母 (χ2(2) =39.093， 

p<.OO)、義父母 (χ2(2)=17.691， pく.00)、近所の知人 (χ2(2) =49.824， p<.OO)、子育て仲間

(χ2 (2) =37.233， p<.OO)、医師・看護師(X 2 (2) =6.925， pく.05) において、 2群聞に有意な差

が見られた。配偶者、実父母、義父母、子育て仲間においては、親世代の方が祖父母世代より

も、育児で困ったときに助けられたと回答している人の割合が多い。対して、近所の知人及ぴ

医師・看護師においては、祖父母世代の方が回答者の割合が多い (Figure2)。

。 20 40 60 80 100 (%) 

親 37.9 
配偶者

祖父母

実父母
親

祖父母

01 

日 pく.001tpく.05

|口最も助けてくれた園助けてくれた|

Figure 2 育児で困ったとき助けてくれた人(モノ)

3.祖父母世代の子育て参加について

3-1.親世代の二一ズと祖父母世代の参加意欲

祖父母世代の子育て参加について、親世代のニーズと祖父母世代の参加意欲を調べたと

ころ、親世代ではほとんどの人が参加に肯定的であった。また、祖父母世代においても、

85%以上の人が参加に肯定的であった。結果を Figure3に示す。

3-2.親世代の具体的ニーズと祖父母世代の子育て支援内容

それぞれの世代において、どのような側面での支援ニーズ・支援意欲が高いかを検討するた

め、祖父母世代が子育てに参加する際の具体的な支援内容について、親世代のニーズと祖父母

世代の意欲を調べた。

結果を Figure4に示す。「祖父母世代の文化の伝達」や「子育てにおける知恵の伝達Jといっ
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た、祖父母世代の経験による知識の伝達側面については、親世代のニーズも高く、祖父母世代

の参加意欲も高い。「子育てに必要なモノ(ベビーカーなど)の支援」ゃ「経済的支援」といっ

た物質的支援の側面では、親世代のニーズの高さに比べて、祖父母世代の参加意欲が低い。

N.考察

1 .子育ての実態の把握

本調査では、子育ての主体である母親を対象に、子育ての実態を把握する目的で、「子育て

の知識・情報源J及び「育児で困ったとき助けてくれた人(モノ)J について調査した。実父

母や配偶者など、家庭内の家族に主として支援を求めているところが大きいことは両世代でも

共通していたが、その中でも世代による特徴が見られた。子育てにおける知識や情報を得る際、

祖父母世代は親世代と比較して、配偶者や近所の知人に頼る傾向にあった。また祖父母世代で

は、育児で困ったときも近所の知人が比較的大きな助けとなっている。武田 (2002)は、今日

の子育ての困難さの原因のーっとして、地域コミュニテイの崩壊を挙げている。祖父母世代が

子育てを行っていた時代には、地域が一体となって子どもを見守るシステムが整備されていた

ため、近所の子育て経験者より多くの情報を得ていたものと考えられる。しかし、今日では地

域における人間関係の希薄化により、地域社会の大人が地域の子どもの育ちに積極的に関わろ

うとしなくなったことが、調査からうかがえる o 2005年度「保育白書J(全国保育団体連絡会

保育研究所， 2005)では、こうした子どもの育ちをめぐる環境の変化が、基本的な生活習慣や

態度、忍耐力の欠如など、子どもの育ちに変化をもたらしていると指摘している。祖父母世代

が子育て支援を行う際には、こうした子育ての実態の変化を認識する必要があるだろう。また

親世代では、祖父母世代ほど配偶者から知識や情報を得ていなし、。しかし、同時に両世代にお

いて配偶者は育児で困ったときの大きな助けとなっていることから、配偶者が子育てに関与し

なくなったと考えるよりは、性別役割分業体制の確立と不況の進行により、父親の日常的な育

児への関わりが困難になった(大日向， 2005) と考える方が妥当であろう。

地域コミュニテイの崩壊とそれに伴う地域の子育てネットワークの消滅により、代わって重

要な役割を果たすようになったのが、サークル活動などの子育て仲間である(飯田， 2000)。

飯田 (2000) は、親たちの孤立と欲求不満の感情からの脱出の手助けとして、「子育て仲間の

たまり場」の重要性を挙げている。本調査でも、かつての子育てに比べ、現在の子育てでは子

育て仲間が重要な役割を担っていることが示唆される。こうした「子育て仲間のたまり場」に、

子育て経験者としての祖父母世代がボランテイアの活動等を通して参加する可能性と重要性も

指摘されている(飯田， 2000;武田2000)。

2.祖父母世代の子育て参加について

現在子育てを行っている親世代においては、ほとんどが祖父母世代の子育て参加に肯定的で

あった。祖父母世代においても、参加に否定的である人の割合が親世代よりも多いものの、対

象者の85%以上の人が参加に肯定的であった。しかし、親世代が祖父母世代に対し全ての面で

のかかわりを求めるのではなく、両世代のニーズと意欲が合致した側面での支援を考えるべき

であろう。

支援の具体的な内容については、世代聞で共通点と差異が認められる。直井 (2000)によれ

ば、親世代は文化の伝達といった側面で特に祖父母世代の支援を期待している。祖父母世代に
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おいても、単に親の代役としての支援ではなく、自分たちならではのかかわりを求めている。

本調査においても、「文化の伝達」や「知恵の伝達」といった支援内容では、両世代共にニー

ズ・意欲が高いことが示された。平成17年度版「高齢社会白書」によれば、祖父母世代が子ど

もたちに手作りおもちゃなどを伝える活動が、各地で行われている。このように、次世代の文

化の担い手である子どもたちに対する、文化の伝承といった側面での祖父母世代の参加が期待

される。

対して、親世代のニーズと祖父母世代の参加意欲が一致しない側面も本調査で明らかになっ

た。「経済的支援」ゃ「モノの支援Jといった物質的支援の面では、親世代のニーズが一方的

に高い結果となった。特に「経済的支援」の側面では、祖父母世代で「行いたい」と回答した

人は33.9%であり、意欲的であるとは言いがたい。子育てにおける物質的・経済的な問題は、

例えば平成16年度「京都市子育て支援に関する市民ニーズ調査報告」などでも指摘されている。

子育てにおける経済面での不安は、支援内容を考える上で今後も課題となるだろう。しかし、

祖父母世代の参加意欲が決して高くない、こうした側面での親世代のニーズを、祖父母世代の

みに一方的に求めることは難しいだろう。祖父母世代の参加意欲が低い側面に関しては、国や

地方自治体の支援制度の充実化により、親世代のニーズに応えていく必要があると考える。

V.課題と展望

本調査では子育ての実態の変遷や、多世代での子育てについての両世代の意見を明らかにす

ることを試みた。しかし、本調査で明らかになったことはほんの一部であり、祖父母世代の子

育て参加推進による多世代での子育てを実現するためには、その他様々な両世代の意識のずれ

を把握する必要がある。とりわけ、社会の変化に伴う子ども観(河枝， 1998)の変遷や、いわ

ゆる「三歳児神話J(大日向， 1988， 2002)に代表される子育て観の変化を考慮しなければな

らない。意識的あるいは無意識的に抱いている子育てへの認識を明らかにし、両世代の違いを

互いに理解した上で、共に子どもを育んで、いくための道を模索すべきであると考える。
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